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１ 地方消滅 
「2040 年に 20～39 歳の女性の数が 49.8％の市区町村で５割以上減り、推計対象の全国

約 1800 市町村のうち 523 市町村では人口が１万人未満となって消滅するおそれがある」

2014 年５月、民間のシンクタンク「日本創成会議」が発表した日本の消滅可能性都市の将

来予測は、多くの自治体に危機感をもたらした。(1) 

日本では明治時代以降中央集権化が進み、人口は大都市に、産業は特定地域へと集積さ

れてきました。1960 年代より国はさまざまな過疎対策に取り組んできましたが十分な効果

は上がらず、2011 年以降は、高齢化と人口減少化が同時進行する社会が到来している。 
同予測が目指すのは、日本が直面している深刻な人口減少をストップさせ、地方を元気

にしていくためには、 
(1) 国民が事態の深刻さを共有すること 
(2) 結婚をし、子どもを産み育てたい人の希望を阻害する要因を取り除くこと 
(3) 地方から大都市へ若者が流出する『人の流れ』を変えること 

と提言している。 
 
２ 矢掛町における持続発展可能性 
矢掛町は、岡山県南西部中山間地域に

位置し、高梁川の支流小田川の流域に開

けた人口１万５千人の町で、江戸時代山

陽道の宿場町として栄え、当時の本陣、

脇本陣が今も旧姿をとどめる歴史と文

化の町である。近年、過疎化・少子化が

進行しており、定住促進・企業誘致等の

取組も熱心に行っている。 
岡山県立矢掛高等学校（以下「矢掛高

校」）は、明治 35 年に県内４番目の旧

制中学校として開校された岡山県立矢

掛中学校以来の伝統を受け継ぐ歴史あ

る学校である。 
矢掛高校は、2008 年からユネスコスクールとして ESD「持続可能な開発のための教育
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（Education for Sustainable Development）」に取り組んでおり、2011 年には、第 1 回ユ

ネスコスクールＥＳＤ大賞高等学校賞を受賞している。 
伝統に甘んじているだけでは持続発展

はない。常に状況を把握分析し、的確に判

断し、戦略的に行動することが求められる。

また、自らの考えを持って、新しい社会秩

序を作り上げていく、地球的な視野を持つ

市民を育成するための教育に期待が寄せ

られている。 

地球的な視野を保って地域の活動に参

加すること、あるいは地域の地道な活動を

通して身につけた手法や能力をより広い

状況の中で発揮できるようになること。それが矢掛高校の目指すＥＳＤである。 

 

３ ＥＳＤを支えるＩＣＴの活用 

矢掛高校では、全校生徒を対象にしたＥ

ＳＤ活動として、瀬戸内海の過疎化高齢化

が進む白石島での研修や、中山間部におけ

るＩＣＴ活用の先進地徳島県上勝町への視

察、ユネスコスクールとして海外の高校生

徒との交流や意見交換も継続して実施して

いる。また、小･中・高の校種間交流も積極

的に行い、こどもの視点からさまざまな提

案を行ったり、行事に企画参加したりする

街並みプロジェクトを随時実施している。

このようなアクティブラーニングを実施す

るにあたって、ＩＣＴの活用は大きなツー

ルになる。 
一方で、ＳＮＳの問題点が指摘されるこ

とも多い。しかし、ユネスコスクール世界

大会において、本校生徒が、「広島水害のと

きＳＮＳを活用して高校生が自発的にボラ

ンティア組織を立ち上げ貢献した」ことを

発表し、各国の高校生の共感を得た。 
持続発展可能な世界をつくるために、ユネスコスクールとしてＩＣＴを活用し、中山間

部を活性化したり国際協力を進めたりしていく活動を積極的に行っていきたい。 
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４ 中山間部に人材を定着させるＩＣＴ 
中山間部と都市部の格差を縮めるために

ＩＣＴは重要なツールである。たとえば本

校が毎年研修視察に訪れる徳島県上勝町で

は、高齢者がタブレット端末を駆使し、葉

っぱビジネスを展開し高収入をあげている。 
また、徳島県神山町では、都市の若者や

クリエイターの移住、IT ベンチャー企業の

サテライトオフィスの設置が加速し、日本

が人口減少社会に転じた 2011 年、転出者

139 名に対し転入者 151 名と、人口の社会

増を達成した。人口減少という現実を受け

入れつつ、人口構造を地域の持続可能な形へと積極的に変えていく「創造的過疎」を標榜

している。この神山町を支えるのが NPO 法人グリーンバレーである。2000 年代半ばから

徳島県が県内全域に整備を始めた光ファイバー網により2005年には神山町全戸に光ファイ

バーが敷設され、劇的にブロードバンド環境が向上した。(2) 
2010 年 10 月クラウド名刺管理サービ

スを提供する東京の IT ベンチャー企業株

式会社 Sansan が古民家を借りてサテラ

イトオフィスを「神山ラボ」開設した。創

業者の寺田親弘は、2001 年にシリコンバ

レーに赴任後に帰国し、日本で新しい働き

方を実践する場を探していた。IT 環境が

整う神山町を訪問し、ここでの開設を即断

したということである。 
寺田は、「これはボランティアではなく

ビジネスです。」と語っている。(3) 
 
５ 地域学の中にＩＣＴ活用を取り入れる 
矢掛高校では、先進的に地域活動に取り組んでいる。現在、地域学の中でＩＣＴがどのよ

うに活用でき、どのような効果をあげるのかを検証している。目前の現実に対しツールと

してＩＣＴを使いこなし、現実に生かすことができる力、これから求められる能力の一つ

である。地域学の活動に積極的にＩＣＴを取り入れ、ＩＣＴを自分の考えを表現するツー

ルとして効果的に活用し、情報収集や情報発信・パンフレットの作成・プレゼンテーショ

ンなどを積極的に行うことによって、中山間部を活性化させ、若者の定住化を図ることを
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めざしている。とくに、本校には情報処理

能力の高い地域ビジネス科の生徒がおり、

普通科の生徒とコラボすることでシナジ

ーが期待できる。 
現在、矢掛高校では、地域貢献活動が進

路意識向上に役立ち、地域での活動を通じ

て地域学系や医療・福祉・教育系の大学へ

の進学希望者が増加している。普段の学校

生活においても、地域との連携を意識する

生徒が増えてきた。地域学の活動に積極的

にＩＣＴを取り入れることで、これらの意

欲が向上するとともに、情報系の進学希望者が増加することが期待できる。また、次のよ

うな変容が見られることを期待している。 
 

○幅広い年齢層との交流、発表会やＳＮＳよる交流を通して、コミュニケーショ ン能力や

プレゼンテーション能力が伸長する。 
○ツールとしてＩＣＴを利用することで人間関係を築く力、社会に参画し寄与する態度、

ネット利用時の規範意識や公共心の向上が見られる。 
○「持続発展教育（ＥＳＤ）」を視野に、単なる地域貢献活動にとどまらず、持続可能な社

会の担い手としての意識をもち、ＩＣＴを活用して積極的に情報発信・情報収集する。 
 

 
このような高い問題意識と情報処理能力を持った人材が、中山間部に定住することを期

待する。インターネットを活用すれば世界と瞬時につながり、都市部で仕事をするのと変

わらないビジネスが、中山間地域でも可能になるのである。 
隠岐島前高校魅力化プロジェクトの奥田麻依子は次のように主張する。「中長期的には地

方で「ひと」をつくり、その「ひと」が「しごと」をつくり、「まち」をつくる好循環を回
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し、地方における内発的かつ持続可能なひとづくり、まちづくり、しごとづくりを進める

べき。そのためには、「仕事がないから地方に帰れない」ではなく「仕事を作りに地方に帰

りたい」、「志を果たしにふるさとに還る」というような、ローカル（地域）への誇りとグ

ローバルな視野を合わせ持ち、世界とつながりながら地方創生に取り組めるグローカル人

材の育成が重要であり、初等中等教育から行う必要がある。」と。この考えは筆者が主張す

る“Think locally, Act globally.”と合致するものである。 
 

 矢掛高校は、地域創生を積極的に行おうとする人材を育成する【Super Local High school】
を志向する。それを支えるのがＩＣＴである。 
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